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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、地球環境保全と企業の持続的発展に寄与する企業の CRM のあり方とその展開方
法について検討した。まず、企業のコーズ商品に対する消費者の受容性を消費行動の背後にあ
る価値構造との関係から分析した。次に、得られた知見に基づいて、コーズ商品の魅力度や受
容性を高めるための具体的なコミュニケーション方法について検討した。以上の成果に基づい
て、環境保全型ライフスタイルの促進と定着のための企業の CRM の展開方法を提示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  This study proposed the framework of Cause-Related Marketing (CRM) and the way 
of its communication in order to achieve a sustainable society with environmentally 
friendly products. We analyzed consumers’ acceptability of cause brands based on 
the values which shed light on and how these values are changing with the times 
as a result of economic conditions, natural disasters, and so on. We also examined 
the way to enhance and differentiate brands using different types of CRM 
messages.  
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１．研究開始当初の背景 
地球温暖化や資源・エネルギー問題が台頭
する中で、マーケティングにおいても、地球
環境との共生や資源循環を念頭に置いて展
開する必要性が指摘され、その方向性が変化
している。しかし、地球環境問題は多様で複
雑な因果性をもっている。加えて、地球環境
問題は不可視性という特徴をもっており、消
費者がその実態を理解することは極めて困
難である。 
このような課題をもつ企業の環境対応お
よびそのビジネス化を実現するための方法
として、コーズ・リレーティッド・マーケテ
ィング（Cause-Related Marketing、以下
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CRM）は有用な方法であると考えられる。こ
れは、消費者にその製品を購入すると、その
売上の一部が地球環境問題の改善や社会貢
献の原資となることを明示した上でマーケ
ティング展開される、いわば、消費者参加型
の社会貢献マーケティングである。これまで
にもいくつかの企業で CRM の展開が試みら
れてきた。しかし多くの場合、それらは一過
性の話題に留まり、ビジネスとして定着して
いる成功事例は極めて少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、地球環境の保全と企業の持
続的発展に寄与する企業の CRM のあり
方とその具体的な展開方法を明らかに
することを目的とする。企業が CRM を
展開するためには、設定しようとするコ
ーズが環境問題の解決につながってい
るという環境性を正しく示すだけでな
く、市場を構成する消費者の受容性、さ
らには、それが一過性のブームで終わる
ことなく、市場浸透や拡張の可能性とい
った受容の継続性という要件を満たし
ているかが鍵となる。特に、2010 年に
発生した東日本大震災および原子力発
電所の事故は、消費者のエコロジー意識
や価値観、そして企業の CRM の受容性
に大きな影響を与えたといわれている。そこ
で本研究では、以下の観点から研究を進
め、企業の CRM の展開方法について学術
的に検討する 
(1) CRM の受容性と変動要因 
(2) CRM コミュニケーションの方法 
 
３．研究の方法 
(1) CRM の受容性と変動要因 
 研究(1)では CRM の受容性の背後に
ある消費者の価値構造を解明すること、
また、リーマンショックや東日本大震災
等によりどのように変化しているかを
分析することによって、価値観に影響す
る要因の特定化を行った。具体的には、
申請者が 2006 年より欧米の研究者と開
発・研究を進めている価値観尺度を用い
て、2009 年米国、2010 年日本、2011 年
日本の消費者向けに大規模調査を実施
し、消費者の価値構造の特定化とその経
年変化を統計的手法により解析した。 
 
(2) CRM コミュニケーションの方法 
 研究(2)では、消費者の受容性を高めるた
めに、コーズをどのように設定するか、また、
そのコミュニケーション方法について検討
した。具体的には、研究(1)の成果や関連す
る先行研究の知見を踏まえて、コーズ（支援
先／支援内容）とコミュニケーション方法に
ついての仮説を構築し、実証実験を通じて仮
説の妥当性を検討した。 
 
４．研究成果 
(1) CRM の受容性と変動要因 
申請者らによって開発された価値観尺度
を用いて、上記のように３回の調査を実施し
た。日本調査の対象は、北海道～沖縄在住の
18～69 歳男女を対象に、性年代は日本全体
の人口構成比に基づいて抽出した。また、米
国調査は全米在住の 18～69 歳男女を対象に、
全米の主要地域の人口構成比に基づいて抽
出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1. Proposed Model 
 
 収集された 3 時点間のデータに、2006
年に収集したデータを含めた４時点間
の消費者データを用いて、Fig.1 に示す
ようなモデルを設定し、確認的因子分析
を実施した。その結果、仮定した７つの
価 値 観 と 測 定 項 目 間 の 因 子 負 荷 量 は
0.1％水準で有意となり、仮定した価値
構造が確認できた。  
次に、７つの価値観の強さがどのよう
な要因によって規定されるかを、Fig.1
に示すようなモデルを設定し、階層ベイ
ズ確認的因子分析を用いて分析した。そ
の結果、以下のような成果が得られた。 
・エコロジー志向は米国より日本の方
が強い 
・最近の日本人は、以前よりも、エコ
ロジー志向、キャリア志向、フェミ
ニズムは低くなり、精神性と経済的
成長を求めるようになっている 
・2011 年３月に東日本大震災が発生
したが、震災によってもエコロジー
志向の強さは大きく変動していな
  
い。ただし、東北・関東地方の消費
者の方がエコロジー志向も強くな
っていることが確認された。 
・７つの価値観の強さはデモグラフィ
ック属性間で異なる 
・メディアやネット等の情報接触が多
い者ほど、総じて価値観が強くなる 
・エコロジー志向が高くなるほど、企
業の環境配慮やエコプロダクトの
受容性が高まり、CRM の受容性が
高くなることが確認された。 
 
(2) CRM コミュニケーションの方法 
 実在する商品ブランドを対象とし、対象商
品とコーズ（支援先／支援内容）との知覚フ
ィットの相違、コーズ関連性（支援理由）の
コミュニケーション方法の相違が、対象商品
の受容性にどのような影響を与えるかを実
験により確認した。リサーチ会社の調査パネ
ル向けに調査を実施しデータを収集し、統計
的な分析を行った。その結果、以下のような
成果が得られた。 
・コーズ（支援先/支援内容）と商品間の
フィットの高さが消費者の受容性を高
める。 
・ただし、コーズと商品のフィット感は、
支援理由等の説得性を高め、コーズの関
連性を認知的に高めることにより改善
され、消費者の魅力度が高まる。 
・コーズと商品のフィット感は、写真等の
ビジュアル表示といった好感情面での
改善によっても向上し、消費者のコーズ
商品への受容性が高まる。 
 
以上、本研究では、地球環境保全と企業の
持続的発展に寄与する企業の CRM のあり方
とその具体的な展開方法について検討を行
った。その結果、CRM の受容性は消費者の
エコロジー志向の強さに影響すること、また、
エコロジー志向をはじめとする消費者の生
活行動やエコプロダクトの受容性に影響を
もたらす価値観は、日米間や時点間で変わら
ないこと、ただし、各価値観の強さは日米間
や社会情勢（リーマンショック）、自然環境
（東日本大震災等）の影響を受けることが定
量的に明らかになった。これらの成果は文末
に提示する学術論文や学会発表の他、本年夏
に開催されるマーケティング領域の査読付
き国際会議でも発表することになっており、
本研究の学術的貢献は大きいものと評価で
きる。 
今後、企業は社会的責任の一環としてコー
ズ・ブランドを拡大していくことがますます
求められる。その際、コーズの知名度や競合
企業の追随型の CRM では、消費者の魅力度や
受容性を高めることが困難であろう。本研究
では、支援すべきコーズの意義とブランド価
値との関係をマーケティング・コミュニケー
ションによってどのように的確に伝達する
か、その具体的な展開方法を明らかにするこ
とができた。この成果は、企業のマーケティ
ング実務だけでなく、環境配慮型ライフスタ
イルの変革と拡大上、有用であるといえよう。 
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